
 

問：業界団体とは 

業界団体とは、本来なら競争相手である企業同士が集まり、一つのグループを形成するという、どこか奇

妙にも思える存在です。しかし、景気が悪化した時や、業界にとって不利な法律・規制が持ち上がった際

には、互いに協力し合い、時には献金を通じて団結力を発揮します。こうした業界団体の存在は、果たし

て善なのか悪なのか 

 

業界団体ってなに？（中高生向け解説） 

 

そもそも業界団体とは？ 

本来、企業はライバル同士。でも、同じ「業界（たとえば自動車、食品、建設など）」の会社同士が、

情報を共有したり、法律やルールづくりに声をあげたりするために作るのが業界団体です。 

 

業界団体の「いいところ」と「こわいところ」 

良いところ（善） 

協力して安全なルール作りができる 

 例：お菓子にアレルギー表示を入れようと協力するなど 

行政や国会に現場の声を届ける役割を果たす 

小さな会社でも声をあげやすくなる（集団として） 

 

怖いところ（悪） 

本来「競争」すべき企業同士が談合（値段を示し合わせる）をする可能性がある 

 → これは独占禁止法違反（法律で禁止） 

自分たちに都合の悪い法律や規制を止めるために献金やロビー活動をする 

 → 一般の人の声よりも、企業の利益が優先されるおそれ 

たとえば、環境に悪い技術や制度を守ろうとすることも 

 

「善か悪か」ではなく「力の使い方」の問題 

業界団体は「協力する力」を持っています。 

その力が「社会のため」に使われるなら善。 

でも「自分たちだけの利益」のために使われれば、社会にとっては悪になります。 

 

教室でのディスカッション例 

あなたがもし「ゲーム会社の業界団体」に入っていたら、どんなルールをつくりたい？ 

→ プレイヤーの課金の限度？暴力表現の制限？ 

→ でも「売上が減る」から反対する会社も出るかも？ 

 

教材用まとめ文案（中高向け） 



業界団体とは、本来ならライバルの会社同士が協力する、不思議な仕組みです。 

でもその力は、大きな意味を持ちます。安全な商品を届けるために役立つこともあれば、社会のル

ールをねじまげて、自分たちだけが得をするために使われることもあります。 

 

大切なのは、その力が「だれのために使われているのか」を見抜くことです。 
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